（様式１）
履　　　歴　　　書
ふり　　がな
氏 　 名 　

生年月日　　１９○○年○月○○日生（○○歳）　　　　　　　　　　　　　　　
現住所　　　○○県○○市○○○○ ○丁目○－○
電話番号
E-mailアドレス

学　　 歴
１９○○年４月～１９○○年３月
○○県立○○高等学校在学（卒業）
１９○○年４月～１９○○年３月
○○大学○学部在学（卒業）
１９○○年４月～１９○○年３月
○○大学大学院○学研究科修士課程○○学専攻在学（修了）
１９○○年４月～１９○○年３月
○○大学大学院○学研究科博士後期課程○○学専攻在学（修了）
職 　　歴
１９○○年４月～１９○○年３月
日本学術振興会特別研究員（ＤＣ/ＰＤ）（○○大学○○研究所）
１９○○年４月～１９○○年３月
○○大学○学部助手
１９○○年４月～２００７年３月
○○大学○学部助教授
２００７年４月～現在

○○大学○学部准教授
この間
１９○○年○月～１９○○年○月
○国○○○○大学博士研究員
学 　　位
１９○○年○月　


　　博士（○学）（○○大学）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「○○○○○○○○に関する研究」

賞 　　罰
１９○○年○月


　　○○学会○○○○賞
罰無し
　上記のとおり相違ありません。

　　２０○○年○月○○日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　○　○　○　○（自筆）　　印
（様式２）            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
学会及び社会における活動
  １　学会活動
	 　学会等の名称　　　 　　　　　現在の状況　　　　　　　役  職　等

	 日本○○学会　　　　　　　　　 正　会　員　     　　　○○委員会委員
 日本○○学会　　　　　　　　　 正　会　員　　　     　○○会参与
 日本○○学会　　　　　　　　　 正　会　員　　　　


 　２　社会連携・国際交流活動
　　　　産官学共同研究　　○○省○○プロジェクト
　　　　　　　　　　　　　　　　 （２０○○年○○月～２０○○年○○年○○月）
　　　　研究会等　　　　　○○会議（２０○○年○○月）
○○研究会（２０○○年○○月）

○○セミナー等の企画，開催等（２０○○年○○月）　　　　　　　　　　　　
　　　　学外委員会等　　　○○委員会委員長（２０○○年○○月～２０○○年○○年○○月）
○○審議会委員（２０○○年○○月～２０○○年○○年○○月）
　　　　国際共同研究　　　○○大学と○○に関する共同研究
　　　　　　　　　　　　　　　（２０○○年○○月～２０○○年○○年○○月）
　　　　国際研究集会　　　○○国際会議（２０○○年○○月）

○○研究会（２０○○年○○月）

○○セミナー等の企画，開催等（２０○○年○○月）
　　　　　　　　　　　　
（様式３）
　　　　　　　　　　　　教育に関する経歴書（過去３年間）
	  学 部 ・
  学科等名
	　 授業科目名
　 及び単位数
	講義・演習
・実験・実
習の別
	  講義等の内容（１００字以内）
  及び教育上特に実施した事項

	○○学部
○○学科
	○○○○論
	　講 義
	

	  同上
	○○○○実験
	 実験実習
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


　注）１　講義要覧（シラバス）の写しをもって本様式に代えることができる。
      　なお，その場合には「教育に関する経歴書」と表題を付すこと。
      ２　大学以外での教育に関する事項は，本様式に準じて作成すること。
（様式４）
　　　　　　　　　　　　　　研 究 業 績 概 要 書
　　主な研究内容の概要
（５項目に絞り，各項目４００字程度にまとめること。論文等番号(様式５で付した番号）を

付記する。）
 [1]　○○○○○○に関する研究（論文等番号1-１，○，○，○）
     １９○○年○月から○○○○○○○○○○○○は世界の注目を集めている。
 [2]  ○○○○○○に関する研究（論文等番号2-１，○，○，○）
     １９○○年○月から○○○○○○○○○○○○できることを明らかにした。
 [3]  ○○○○○○に関する研究（論文等番号1-2，○，○，○）
     １９○○年○月から○○○○○○○○○○に関する有益な知見を得ている。
 [4]    ------------
 [5]    ------------
（様式５）　　　　　　　　　　　　　　　　研究業績目録
氏　　名　
１．学位論文： Title

　　（博士（○学），○○大学，19○○年○月）

（以下、*･･･学位関係論文，アンダーライン･･･候補者名，ゴシック太字･･･責任著者名）
２．原著論文（レフェリー付き）（発表順）
1*)
Okayama,T., Tsushima, J. and Fukui, C.D.： Multiple forms of enzymes: tissue, ontogenetic and species specific patterns. Proc. Natl. Acad. Sci. 23, 321-352 (1996).
2) 

3*)

4)
岡山太郎・津島次郎：野生植物からのDNA抽出. 日本植物学会誌  23, 122-134 (2002).

5)


･)


･)


注　英文論文の題目の大文字・小文字の使用については掲載雑誌にあるとおりでもよい。英文は必ずスペルチェック機能を利用してミスを無くす。
３．原著論文（レフェリーなし）（発表順）

　　（２．原著論文（レフェリー付き）の記載例と同様に記載すること。）

４．国際学会プロシーディングス（最近の主要なもの10編程度）（発表順）
　（２．原著論文（レフェリー付き）の記載例と同様に記載すること。）
５．総説（発表順）
　　（２．原著論文（レフェリー付き）の記載例と同様に記載すること。）
６．著書（発表順）
　（単著，共著）

1)
Okayama,T., Tsushima, J. and Fukui, C.D.：  “ Syntheses of macrolide antibiotics “, Oxford Univ. Press, pp. 234 (1990).
2)　岡山太郎・津島次郎：砂漠の環境科学. 古今書院, 345頁 (2002).
3)
　（分担執筆）

4)
Okayama,T., Tsushima, J. and Fukui, C.D.： Screening techniques for detecting allelic variation. in “ Molecular Genetic Analysis “ (eds. Nogaku, B. and Kankyoh, R. B.), Chapman and Hall, pp. 23-31 (1990). 

5)　環境三郎・岡山太郎・生命四郎:バイオ実験.「遺伝子解析の基礎」（研究五郎編），岡大出版 ，23-31 (2010).
７．特許

８．外部資金の獲得状況
　（代表者）

1)
XXXの解明．特別研究員奨励費（日本学術振興会）．代表者．2,800千円（20XX-20XX年度）．
2)
XXXの解析．（公益財団法人XX研究振興財団）．代表者．500千円（20XX年度）．
　（分担者）

3)　XXXの展開. 基盤研究(C)（日本学術振興会）. 分担者. 3,640千円（20XX-20XX年度）．
･)
写真貼付





朱書きは作成上の留意事項です。


提出にあたっては，削除してください。








